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平賀 

今回は 「 地域 ・ デジ タル ・ これからの図

書館 」 この三つのキーワー ド で考え よ う と

い う こ と で進めてきた 。  

フ リ ーデ ィ ス カ ッ シ ョ ン を始める前に 、研

修に参加された皆さんに 「 図書館と は何で

すか 」 「 何を ・ 誰に ・ 何のために ・  誰が 」

やっているのが図書館か と い う 議論を し て

いただきたい 。 その結果を踏まえて先生方

と ご議論を し ま し ょ う 。  

 

 

研修参加者 （ 男性 ）  

図書館は様々な資料を扱 う が 、 資料その

もの自体の価値だけでな く 、 そ こに付加価

値をつけてい く 、 価値を見出す 、人 と人を

つなぐ 、 橋渡し をする こ と が図書館であ り 、

図書館の役割であ り 、 図書館で働 く ものの

役割であ る と考える 。  

 

研修参加者 （ 女性 ）  

図書館は社会教育施設と い う カテゴ リ と

し て考えている 。 人の主体性を発揮でき る 、

社会をつなぐ こ と のでき る 、 また個人の生

活の資質向上を手助けする と こ ろだ と思っ

ている 。  

最終的には人 とつながる こ と の手助けにな

り 、 自殺が減る と か世界平和につながって

いけばいい と思 う 。  

研修参加者 （ 女性 ）  

図書館は 、 も し なかった ら ど う なのか 、

な く て も困ら ない と い う 意見も あ る 。 しか

し 、 図書館に人が集まって 、 意見が集ま る

こ と は  コ ミ ュ ニテ ィ の和 （ 輪 ） にな る 。

そ こか ら人がつながって 、 連携や思いの共

有ができ る 。  

 

湯浅 

究極は図書館 と か教師は無 く な る方がい

い 、 つま り 利用者が主体的にやれた ら 、 そ

れに こ した こ と はない 。図書館を使って調

べる こ と を 、 図書館員の介助なしにできた

ら 、 最高に幸せな こ と 。 で も本当の と こ ろ 、

情報量が増えれば増えるほど必要になって

く る 。 デジ タルネ ッ ト ワーク社会の中で 、

むし ろ図書館員が必要になる 。 図書館の持

つ共有する と か 、 コ ミ ュ ニテ ィ と かはすご

いもの 。逆説的に考えた ら 、 無 く なってか

らその凄さに気付 く のではないか 。  

 

山崎  

自動化が進む と図書館員の役割が減って

いき 、 図書館員と は何か と い う こ と になる 。

で もやは り 必要なんだ と い う こ と を示すた

めにも 、 自分は何をすべきか と い う こ と 。

図書館は民主主義を支え る場だ と思 う が 、

そのために何をするかを考えていかない と

だめ 。今のま までは実現できない 。  

 

平賀 

図書館は情報 と人をつなげる 、 情報を組

織化する 、 情報 と情報をつなげる 、 人 と人

をつなげるそ う い う 場所だ と思 う 。 情報連

想検索 、 グーグル検索 と図書館については

ど う か 。  

 

中村 

図書館に期待したいのは情報の見せ方の

レパー ト リ ーの豊富さ 、 情報へのたど り 着

き方の豊富さ 。 検索キーワー ド でグーグル

レ フ ァ レン スする こ と と 、 本をはじから調

べて答えを探し てい く こ と は 、 同じ検索を

し ている こ と と勘違いしがちであ るが 、全

く 違 う 。 図書館に来て図書館員と話をする

中で 、 いろんな視点に気付か される 、 図書

館はそ う い う 空間であってほしい 。  

 



平賀 

レ フ ァ レン スサービ スは答えを教え る こ

と ではない 。 正解はない 。 自分が思った こ

と と 違った視点やそ こにたど り 着 く 力を付

けてあげる こ と が大事 。  

 

平出 

図書館に来て 4 年目になる 。 司書は黙々

とすご く 働いているが 、 それが外に出て こ

ないのが残念 。一生懸命やっているが 、 カ

ウ ン ターしか見えない世界なのかな と も感

じ ている 。  

是非 、私の図書館ではこ う い う こ と をや

っている と い う 発信を し てほしい 。 地域に

応じた発信を し てほしい 。  

 

佐藤 

収集と保存 、 活用 と い う こ と では 、 収集

はアーカ イブも図書館もやっている 。 その

先の編集と活用はど う なのか 。 アーカ イブ

の分野では比較的収集に力を入れているが 、

活用する側からすればそんなに数はな く て

もいい 。点数ではな く 活用の仕方が重要 。

図書館はよ く 「 屋根のついた広場 」 と言わ

れるが 、 その活動拠点で誰がどのよ う な編

集を し て活用まで持ってい く のか 、 と い う

と こ ろ まで見えて く る と面白い と思 う 。  

 

平賀 

話している う ちに 、 本 、 情報 、資料 、 ア

ーカ イブ と い う 言葉の境界がな く なって き

た よ う に も感じた 。 今日こ こで語られたア

ーカ イブは図書館に収蔵されている もの と

置き換えて考えて もいい 。  

古文書と図書館についてはど う か 。 博物

館の仕事ではないのか 。  

田山 

 機関によ っては発信したが ら ない こ と が

あ る 。 大事な ものだから出し てはいけませ

ん 。 と か 、 研究がまだな されてません と か 。

出し た方が研究になるでし ょ う 。 と い う よ

う な こ と があ る 。  

 ３ 年前に この事業を始めたのは 、 古いも

のだけど も新しいサービ スになるだろ う 。

古 く て新しい 、 これこそが これからの図書

館の生き る道のひとつだろ う と思った 。  

図書館が持っている ものいないもの 、他

が持っている ものそれをつなげて発信して

い く こ と 、 それが図書館の司書の特性だ と

思 う 。 学芸員には比較的その意識は少ない 。

浜松の図書館が良い事例であ る 。 図書館発

のＭ Ｌ連携にな り つつあ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平賀 

図書館こそ地域の情報を束ねるのに最も

相応しい場所だ と思 う 。 それはなぜか 。 ご

意見あ り ますか 。  

 

山崎 

秋田県では今 ７ 館でデータ をいれていた

だいている 。 どち らか と い う と 、 学芸員は

研究がしたい 。展示は見に来てほしい 。 そ

こで終わっている 。 図書館員は情報を伝え

る こ と に意識があ る 。 本の貸出し を し てい

るから 、 情報を提供する こ と に違和感がな

い 。 数千万のお金をかけて図書館でやろ う

と い う か らには図書館でやる理由が必要 。

その時に 、図書館が情報をナビゲー ト する

力を持っている と い う こ と を説明し た 。  

平賀 

図書館は情報を集めて公開する と い う 使

命を持った組織 。 その中で 、今日我々はデ

ジタルをテーマにし てきたが 、図書館でや

って きた こ と がデジ タルに変わった こ と で

本質的に何か変わったのか 。道具が変わっ

ただけなのか 。 その点はど う か 。  

 

田山 

今まで見せられなかった ものが見せられ

る こ と が決定的な違い 。  

時間も問わず 、 いつでも世界中の人が見

られる と い う こ と は凄いこ と 。 デジ タルで

なければできない 。  

 



山崎 

見せられなかった ものが見せられる 。 こ

れは当然のこ と で 、 むし ろ 、 他の もの と組

み合わせて見せられる 。 本は組み合わせて

みせるのがむずかしい 。  

た と えば 、解体新書の関連資料は美術館

にも図書館にも あ る 。 それが 、同時にデジ

タルで出てきて 、 一緒に見られる 。 見せ方

によ って考え方 、 と ら え方も変わって く る 。

今までできなかった こ と ができ る 。  

 

 
湯浅 

公共図書館でデジタル化された資料をあ

ま り 扱ってない と こ ろは 、 何から手を付け

た らいいのか分から ない 。 例えば 、 「 東寺

百合文書 」 （ 京都府立総合資料館 ） がデジ

タル化された こ と によ って 、 図書館でも 、

様々な地域にまたがって文書に書かれたい

ろいろな事例を紹介でき る よ う になった 。  

兵庫県立図書館の雇用対策事業のスキ ャ

ンニング事業もそ う であ る 。 埋もれていた

地域資料が成果物と して検索され使われる

よ う になった 。 ま さに 、 グーグル的世界観 。

これがま さにデジ タル化の効用 。  

 一方 、電子書籍を入れた図書館の例と し

て 、 大阪市立中央図書館があ る 。 先日 、図

書館前で待ち合わせを し て高校生を連れて

行った 。電子書籍の EBSCO eBook 

Collection を導入し ているので 、 その場で

使い方を高校生に説明して も ら った 。 レ フ

ァ レ ン ス も今まで と違ったや り 方にな る 。

ジ ャパンナレ ッ ジやデ ィ ス カバ リ ーサービ

スなど 、 市の公共図書館でも始ま って きた 。

デジ タルによ る効用は 、 例えば小説作品を

デジタル化し て タブレ ッ ト 端末などで見ら

れる と い う よ う な イ メージに と らわれすぎ

ていたが 、 も っ と今の図書館の業務がすっ

か り 変わる部分も あ るのではないか 。  

  

平賀 

地図と写真 、 防災マ ップなど思いも し な

かった ものを 、 関連付けて見せる こ と がで

き る 。 専門家に と って も利はあ る 。 フ ラ ッ

ト タ ッチパネルを囲む人々の姿と い う のは 、

今まではなかった 。  

 

中村 

デジタルだから こ そ 、 裾野広 く 情報発信

でき る 。 見せ方のレパー ト リ ーが増え る 。  

編集も電子版な らではの ものがあ るので

はないか 。デジ タルコ ンテンツの編集者は

まだ少ない 。 そ こが今後の課題 。デジ タル

だから こ その見せ方が増えてい く 。 フ ラ ッ

ト タ ッチパネルで見る と言 う こ と も発想は

アナロ グだが 、 デジ タル化資料のア ウ ト プ

ッ ト 先が見え る形になった もの 。  

 

平賀 

大画面のタ ッチパネルで新聞のアーカ イ

ブを映した こ と があ る 。 高校生が見に来て 、

おじ さん と紙面をめ く り なが ら会話が生ま

れていた 。  

 

湯浅 

立命館大学にも海外新聞の電子版の

LibraryPress が提供され 、 リ アルタ イ ムで

読める 。 紙面の中での記事の取 り 扱いの大

き さがわかる 。  

 見せ方が重要 。札幌市の図書館で 、電子

黒板でデジタル絵本を見せる 、 と い う こ と

があった 。 弱視の子ど も たち も読める 。 児

童サービ スの中で 、読み聞かせに向いてい

る本 、向いていない本があ るが 、 それも電

子黒板によ って変わる と思った 。 自動音声

の方が 、子ど も たちの反応がいい場合も あ

る 。 見せ方が違 う か ら こ そ新たな可能性が

広がる 。 実際にやってみて気付いてい く 。  

 

山崎 

デジタルの大きなパネルを持っていなけ

れば印刷すればいい 。秋田県立図書館でも

大きな絵図をデジタル化し たが 、実物大を

パネルにし て床に敷き詰め 、 その上を歩け

る よ う に した 。 アナロ グからデジ タル 、デ



ジ タルから アナログ と い う のが有効だ と思

う 。 デジ タルだから こそいろいろな事がで

き る 。  

 

平賀 

 是非 1 階の地図の上を歩いていただきた

い 。 知 り たい と い う 発見の糸口になればい

い 。  

 

湯浅 

岐阜県立図書館でも そ この資料を使って

「 ぶら タモ リ 」 が作った巨大地図を図書館

で公開した 。 フ ロ アが地図になっているの

はすご く いい 。  

平賀 

デジタルだから こ そでき る 。 活用の方法

はい く らで も あ る 。 そのために も我々はオ

ープンに使え る形で情報を蓄えなければい

けない と思 う 。  

 

最後に地域と い う こ と で 、 デジ タルの取

組みでも地域に着目する と何がいいのかご

意見を 。  

 

湯浅 

た と えば 、立命館大学はデジタル ヒ ュー

マニテ ィ ーズ と い う 学問の拠点であ る 。 京

都の古地図をデジタル化し町屋再生など地

域活性化につながる活動を し ている 。  

いろんなや り 方で 、図書館だけでは難し

く て も連携し てでき る 。  

 

平出 

市町村を知るには市町村誌が一番最適だ

と思 う 。 長野県でも市町村史誌の目次のデ

ジタル化はされているが 、 是非全県の中で

市町村誌をデジタル化する ご尽力をお願い

したい 。  

 

平賀 

 あ り が と う ございます 。 実は目次のデジ

タル化よ り 全文をテキス ト 化したかった 。

図書館でやる こ と は簡単な こ と ではないが 、

や り たい と思っている 。 地域アーカ イブな

く し てナシ ョ ナルアーカ イブは成 り 得ない 。  

山崎 

国のデジタルアーカ イブに もかかわって

いるが 、地域の図書館が持っている ものは

た く さんあ る 。  

デジタル化を進める う えでは 、 地域の図書

館を組み込まなければな ら ない 。情報を集

める こ と も 、 活用するの も国がい く らやろ

う と し て も 、 一番は地域 、 身近な図書館で

公開 、活用し て こ そ意味があ る 。 使 う には

身近な存在が必要 。人 と人をつなぐ こ と も

そ こにあ る 。  

地域の一つの冊子 、 ち ら しで もいい 。独

自のもの小さ な ものから始めてい く こ と に

価値があ る  

 

平賀 

時間と な り ま し たが 、今回の研修の中で

も非常にコアな部分だったか と思います 。

６ 名の講師の皆さんに拍手を 。  


